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ヤ ン ・チ ヒ ョル ト著
「ア シ ンメ トリック ・タイポ グラ フ ィー 」
JanTschichold;
AsymmetricTypography
LondonandToronto,1967.
(原題TypographischeGestaltung,Basel1935)
最近 私 は ある印 刷 会社 の営 業部 員 か ら,グ ラフ ィッ ク ・デザ イ ナ ーに は活 版 印刷 の デザ
イ ンに弱 い 人 が 多い とい う話 を 聞 か され た。 デ ィス プ レーや 店 頭広 告,パ ッケ ー ジや 新 聞
広 告,そ して時 折 ポ ス ター や カ レン ダー とい っ た 巾広 い 日常 活 動の なかで ,活 版 印 刷 関係
の仕 事 は た しか に少 な く な って い る し,ま た人 に よ って得 意 で な い人 も あ るこ とだ ろ うが,
そ れ に して も こ うい った 評 判 がた つ こ とは グ ラ フ ィック ・デ ザ イナ ー に とっ て決 して名 誉
な こ とで は ない だ ろ う。 察 す る にこ れは グ ラフ ィッ ク ・デ ザ イ ナー のみ が悪 い わけ で は な
い よ うだ。 む しろ,デ ザ イ ン教 育 や出 版事 業 の 罪 で も あ るので は ないだ ろ うか。例 え ば こ
こ に とり あげ るヤ ン ・チ ヒ ョル トの本 で あ るが,チ ヒ ョル トとい えばそ の著 「新 しい タイ
ポ グ ラ フ ィーDieneueTypographie,1928」【1)によ って 知 らない人 はな い ほ どの 人 なの
で あ る が,日 本 で は こ の本 を見 る こ ともで き ない。 私 は タイポ グ ラ フ ィー ・デザ イ ンだ け
が グ ラフ ィ ック ・デザ イ ンの 中心 だ とい うつ も りは ない が,そ こ に一時 代 前 の機 能 主 義理
論の 結 晶 がみ られ,し か も グ ラフ ィ ック ・デザ イ ンの範 囲 の な かで は それ が こ こ しか な か
った こ とを考 え ると,こ の よ うな機 能 主 義 デザ イ ンの古 典 が翻 訳 紹介 され て い ない こと を
嘆 か ざる を え ないの で あ る。
とこ ろで 今 回 と りあ げる この 本 は,チ ヒ ョル トの 「新 しい タ イポ グ ラフ ィー」 の英 訳 で
は な く,そ れ よ り7年 遅 れ て1935年にス イ スの バ ーゼ ルか ら出 版 された 「タ イポ グ ラ フ ィ
ー ・デザ イ ン」 の英 訳 で あ る。 私 自身 も前 著 「新 しい タイ ポ グ ラフ ィー」 の 原著 も この 本
の原 著 も読 んで い ない ので あ るが,こ の英 訳 本 を読 ん だ 限 りで は前 著 の急 進 的 な主 張 が や
や修 正 されて い るよ うに思 う。 それ は あ ち こ ちにみ え るが,例 え ば タ イプ フ ェイス の とこ
ろで も,単 純 さ をめ ざす が故 に単純 で 明快 な タイ プ フ ェイス を求 め,現 代 の要 求 に もっ と
も近 い の はサ ンセ リフだ と主張 す る一 方 で,い か な る場 合 に もサ ンセ リフ の使 用 を主 張 す
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るのではなく,現代デザインではコントラス トが重要なエレメントであり,そのために多
くの他のタイプを使うこともできるといっているのである。これを修正とみなすか,あ る
いは発展と考えるかにっいては意見のわかれるところであろうが,少なくともそのために
この本が現在なお読むことのできるものになっていることは間違いないと思う。恐らく英
訳者が 「新しいタイポグラフィー」ではなく,この本を選んで訳した理由もそこら辺にあ
ったのであろう。もし日本で翻訳されるとしても,同 じ理由からこの本のほうが適当であ
ろう。
この本は 「新しいタイポグラフィー」にくらべて主張がやや寛容になっていると想像 さ
れるにしても,タ イポグラフィーにおける機能主義理論を代表する本であることは動かせ
ない事実である。
(「機能主義ということばはしばしば新 しいデザイン運動と同義語のように用いられてい
る。しかし安易な実用主義とモダンデザインとは別物である。合目的性や実用性はよい仕
事の前提ではあるが,作品の真の価値はその精神的な内容にある」などと書いているが,
このような主張は,先 にのべたように1928年の機能主義の修正であり,1935年とい う本書
の出版年月日をよく物語っているといえよう。)「タイポグラフィーの仕事はその目的にか
ない,生産しやすいばかりでなく,美しくもなければならない。」 「タイポグラフィーとは
単語を読むことのできるように配置することである。単語は,配置されるまえに理解され
なくてはならない。タイポグラファーはまず原稿を読んでそれを理解しなくてはならない。
……すぐれたタイポグラファーは本文(text)が読む人の目に容易に読める方法を知らなく
てはならない。」後者の引用はとくに端物(jQbbingwork)の場合であるが,そ こにみられ
る基本的な態度はまったくいわゆる機能車義のものである。それは 「タイポグラフィーは
伝達の手段である。それは効果的な形による明晰な伝達でなくてはならない。この明晰さ
ということは特に強調されなくてはならない。」というモホリーナギの 「新しいタイポグラ
フィー 」と題する1923年の一文とも相通ずるものである。1935年出版の本書においてこの主
張はやや表現がやわらげられて,例 えば精神的な内容云々が強調されるようになったこと
は前述したが,その具体的な内容が 「素材や比例に対する感情」であり,それこそが単に
機能的なものを 「芸術作品」に変えるのだといっているところをみると,それは機能主義
理論を逸脱したものではない。つまり,本書の位置づけは,モホリーナギの 「新 しいタイ
ポグラフィー」宣言に始まる機能主義的タイポグラフィーの系列のなかになされる,従 っ
て,バウハウス(モ ホリーナギ,ハ ーバー ト・バイヤー)エル ・リシツキー,ツ ワル ト,
シュイテマたちと並ぶといえる。
さらに,このことは本書のなかの具体的なタイポグラフィー ・デザインの処理法(ア シ
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ン メ トリ ック ・タイ ポ グ ラフ ィー とい う英 訳 の題 に あ る とお り,こ の本 の重 点 は ど ち らか
とい う と日本 にも よ く見 か け るデ ザ イ ンの技 法 書 に近 い)を み る な らば よ りはっ き りして
くる。 そ れ は,字 体,植 字,単 語,行,イ ンテ ル,グ ル ー ピン グ,字 下 が り,行 の終 り,
活 字 の 大 きさ,小 見出 し,活 字 の混 合 使用,端 物,空 間の使 用,表,け い,色,紙,ボ ス
ター,写 真,描 画,書 籍 な どの章 に わ けて略 述 され て い るので あ るが,な お ほか に デザ イ
ンの 豊 か さ,抽 象美 術 の章 が あ って,「新 しい タイ ポ グ ラ フ ィー」 にお け る空 間構 成 の根 本
的 な性格 につ いて もふ れ られ てい る。 その テー マ は簡 単 にい うと,19世紀 まで 支配 的 で あ
っ た中 軸空 間構 成(こ れ は ま た装飾 的 タイ ポ グ ラフ ィー と もよ ばれ る)に 対 して,現 代絵
画 か ら影響 を うけ た ア シ ンメ トリ ック な空 間構 成 こそ20世紀 のデ ザ イ ンで あ る とい うこ と
に な る。現 代 絵 画 か らの影 響 につ い ては,現 代 建 築 か らの 影響 で は ない;現 代建 築 も絵 画
か ら影響 を うけた ので あ り,タ イポ グ ラフ ィー と同列 で あ る;大 事 なの は新 しい デザ イ ン
の 意 義 だ との べ て い る。 恐 ら くバ ウハ ウス にみ られ た建 築優 位 の デザ イ ン思 想 に対 抗 して
い るの で あ ろ う。モ ホ リー ナ ギや ア ルバ ー スの絵 画 は図 版 と して 各一 点 あげ られ て い るが,②
バ ウハ ウ スの タイ ポ グ ラフ ィーは一 点 もな く,著 者 の作 品 以 外 はほ とん どエ ル ・リシ ツキ
ーの 作 品で あ るこ とは,著 者 がエ ル ・リシ ツキ ー か ら大 き な影 響 を うけた こ とを物 語 るだ
けで な く,同 時代 のバ ウハ ウ ス とは よ き ライバ ル で あ った こと を も示'して い るよ うで あ る。
と にか く著 者 は抽 象 絵 画(1935年で ある か ら,当 時 す で に抽 象絵 画 とい う呼称 も絶 対絵
画 とい う呼 称 もふ さわ し くな く,具 体 絵 画 のみ が適 当 だ とい って い るが)と タイ ポ グ ラフ
ィー との関 係 につ いて,そ れ は抽 象 的 な形 態 を使 用す る こ とで は な く,処 理 方法(構 成)
が似 て い るの だ とい い,両 者 と もに単 純 で コ ン トラス トを なす諸 エ レメ ン トか らで きた秩
序 をつ く りあ げる の だ とい う。 タイ ポ グ ラフ ィー は前 述 の よ うに単 語の配 置 で あ る と同 時
に,2次 元 にお け る諸 エ レメ ン トの配 置 だ ともい う表現 は,ま さ にこの 考 えの 表 わ れで あ
る。 活字,単 語,行,イ ンテ ル,グ ルー ピ ング,け い,色 などは す べて この エ レメ ン トで
あ る。 こ れ らの諸 エ レメ『ン トを,抽 象 絵 画 的 な リズ ム と プロ ポー シ ョンで,コ ン トラス ト
理 論 にも とつ い て配 置構 成す る こ と,こ れ が新 しい タイポ グ ラ フ ィーの 方法 で あ る。 コ ン
トラス トを なす わ け だか ら,そ れ は 中軸構 成(つ ま りは シ ンメ トリー構 成 なの だ が,著 者
はcentredtypographyとい うい い方 を して い る)で は な く,ア シ ンメ トリー構 成(asym-
metrictypography)にな る。 以上 が 本書 の テ ーマ で あ るが,な お各 エ レメ ン トにつ い て
若 干 ふ れ る と,字 体 のサ ンセ リフ につ い て は前 述 した と お りで,オ ール ドフ ェイ ス ・ロー
マ ンの ベ ンボ,ギ ャ ラモ ン,キ ャス ロ ン,バ ス カ ー ヴ ィル,モ ダー ン ・ロ ーマ ンの ボ ドニ,
ヴ ァル バ ウ ム,デ ィ ドー,フ ァ ッ トフ ェイ ス をあ げ,さ ら にはエ ジプ シ ャ ンにつ い て も言
及 し,場 合 に よっ て は使 える とす る。 また大 文 字廃 止 にっ い て も必ず し もす す め られ ない
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とす る。 いず れ も うま く コ ン トラス トさせ て使 えば よい とい うわけで あ る。 以下 いず れ も
この コ ン トラ ス ト理 論 で 片づ けて い る。 行で は本 文 と して は5～12単 語 が も っ とも適 当 で,
12以上 に な る とよ み に くい とい う。 普 通 は8～10単 語 とい う。行 間 はっ ま っ た感 じのほ う
が よみ に くい。 サ ンセ リフ の と きは と くに そ うで,8ポ イ ン トの と きは3ポ イ ン トは あ け
な くて は な らぬ とい う。 活字 の 大 きさが違 うと きは一 葉 につ き最大3つ の グ ルー プ に わ け
るの がよ い。 そ して この グル ープ を互 い に コ ン トラス トさ せ るの だ とい う。 字下 が りは章
の初 め で は 問題 は な いが,パ ラ グラ フの初 めで は や は り必 要 で,普 通 はMの 間隔で よ い。
字 下 が りは最 初 まっ た く必要 な しと い うので あっ た か ら,少 し後退 した よ うだ 。 ペ ー ジの
初 め に前ペ ー ジの残 りの一 語 が来 た と きは,前 ペ ー ジの 最後 の行 をま わ して,避 け るべ き
(麟。一 等々かなりこまかな原則が書かれている。これは本書が教科書として書かれたた
めで もあ る。 とに か くチ ヒ ョル トの 「新 しい タイ ポ グ ラフ ィー」 も諸 エ レメ ン トに よ る配
置 構 成 とい う点 で は,「要 素主 義 的機 能 主義 」 に属 す る こ とは 明 らかで あ る(拙 稿 「構 成 主
義 の デ ザ イ ン理 論」 美 学80号参 照)。
さて 最後 に翻 訳者 と体裁 にっ い ての べ る必 要 が あ る。 訳者RuariMcLeanは1938年以
来 チ ヒ ョル トの作 品 に な じみ,一 時 はイ ギ リスの会 社 で 彼 の 室の 隣 りで仕 事 を した こ とも
あ った とい う。 訳者 の は しが き には,こ の ほ かチ ヒ ョル トの イギ リス に与 えた影響 につ い
て くわ しい。 また翻 訳 文 は原 著 者 チ ヒ ョル トに 目 を とお して も ら った とい う。 また 原著 者
の は しが きに よ る と,英 訳 本 の本文 には ドイ ツ語独 特 の 組 み な どの注 意 は 除 外 した とい う。
体 裁 は15×24cm,94ぺ、 ジ,紙 は前3分 の2が 光 沢の ない 上質 紙 後3分 の1は 光 沢 の
あ る アー トペ ーパ ー,図 版 約40枚(一 部色 刷),使用 活字(本 文)ベ ンボ(オ ー ル ドフ ェイ
ス)9ポ イ ン ト。 これ らの デザ イ ンは勿 論原 著 者 チ ヒ ョル トで あ るが,写 真 でみ る1928年
の 「新 しい タ イポ グ ラフ ィー 」の 本 文 がサ ンセ リフ を使 用 して い るこ と を考 え る と,か な
りク ラ シ ック な もの で あ る。 こ れ が1935年刊 の原 著 と同 じ もの か ど うかは 不明 で あ る。
補 注
1)チ ヒ ョル トーにっ いて は,原 弘氏 が 「現代 デ ザ イ ン理 論 のエ ッセ ンス」 ぺ りか ん社
1966に紹 介 して お り,「 新 しい タイポ グラ フ ィー」 の ダイ ジ ェ ス トもの っ て い る。
2)図 版 は原 著 者 が英 訳 本 のた め に え らび な お した た め,原 著 と必 ず しも同 じで は な い
が。
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